
2025.6.22.三位一体後第一主日礼拝（YRCC） 

 聖書箇所:創世記4章17~26節 
「人の力か、神の名か」 

【1】 カインの子孫たち 
・レメク＝「＿＿＿＿＿」：人類最初の一夫多妻（アダ「宝石」とツィラ「旋律」） 

  
・カインの系譜が人類の歴史にもたらしたもの 

―ヤバル：天幕生活と牧畜の祖 
―ユバル：楽器と音楽文化の祖 
―トバル・カイン：青銅や鉄などの道具を作る鍛治職人 

▶＿＿＿＿＿＿＿＿の発展に貢献したカインの子孫 
 

・レメクの力への強い執着「七十七倍の復讐」（創世記 4:24） 
▶自分の力にこそ信頼を置いたレメク 

 
【2】セツの子孫たち 

・アベルの死後、エバに再び与えられた子セツ 
「神が、アベルの代わりに別の子孫を私に授けてくださいました」(4:25) 

 
・セツに生まれた子エノシュ＝「＿＿＿」 

―詩篇は「エノシュ」で「死すべき存在」である人間のはかなさを表現 
「人(ｴﾉｼｭ) その一生は草のよう。 人は咲く。野の花のように。風がそこを過ぎる
と それはもはやない。その場所さえも それを知らない。」(詩篇 103:15) 

 
・セツの系譜がもたらしたもの 

  ―「そのころ、人々は主の名を呼ぶことを始めた。」(創世記 4:26) 
―礼拝の始まり＝「主の名を呼び、祭壇を築く」（12:8, 13:4, 26:25 他） 

 
【3】人の力か、神の名か 

・救い主イエス・キリストにつながる系譜 (ﾙｶ 3:38） 
 

・主イエスの教える幸いとは？ 
「＿＿＿＿＿＿＿は幸いです。天の御国はその人たちのものだからです。」（ﾏﾀｲ 5:3） 
 

・“心の貧しい者”とは 
―自らの無力さを知り、神の助けなしには生きられないと認める人 

 
▷「もしわたしがほんとうに『心の貧しい者』であるならば、わたしの人生と祈りは、ど
んなふうに変わることだろう。」(ｵｽﾞﾜﾙﾄﾞ・ﾁｪﾝﾊﾞｰｽﾞ「『祈りの時』を変える黙想」) 
 
 


